
令和4年３月13日（日）
神戸市立総合福祉センター

4F 第5会議室 (地図裏面）

毎年３月に開催しております真実告知の研修会ですが、昨年は見送ら
せていたただきました。「今年は？」という声も多くいただいております。
その声を大切に、今年は、コロナ感染防止にできるかぎり配慮をした

うえで開催いたします。ご都合をつけてご参加ください。

プログラム (定員５０名先着順受付）

１：００ 受 付

１：３０ はじめに
１：４０ Ⅰ部

「告知のはじまり」
幼い子どもを養育中の養親さんから、告知のはじまりの

実際をお話をしていただきます。

これからの真実告知にヒントになるお話があります。
なぜ告知が必要なのか、大切にすることは何かなどを
考えていきましょう。

2：3０ ティータイム

2：45 Ⅱ部
｢告知のその後・・子どもが自身の生い立ちの理解と受容を
援助するために養親は何を、どう伝えてきたか」

お話いただく養親の
プロフィール

1歳10カ月の時に迎えた子どもは今では32歳、2児のパパになる。
将来、自分のライフストリーの受け止めが困難にならないように、
幼いときから少しづつ生い立ちにかかわれる真実を伝え、親である
自分達の捉え方、 気持ちを言葉でも伝えてきた。そこには、子どもが
生い立ちを受け入れ、健やかに育つにはどういう配慮が必要なのか
がうかがえます。

４：００ まとめにかえて
４：１5 終了

○対象 里親・養親・関係機関 ○今回に限り原則、子どもの保育はいたしません。

○ご出欠の返信は３月８日（火）までにご投函下さい。

申し込み：〒650-0016 神戸市中央区橘通３丁目４-１ 神戸市立総合福祉センター内
連絡先 公益社団法人 家庭養護促進協会

TEL ０７８-３４１-５０４６ FAX ０７８-３４１-１０９６
E-mail ainote@kjd.biglobe.ne.jp

 


